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1.1.1.1.序論序論序論序論    

 大学進学率は過去最高になる中、入学時に友人ができないと卒業するまで、学生生活になじめないという背景

から、岡田(2008)は、現代の青年の対人関係の特徴として自分が傷つけられないよう、また相手を傷つけないよ

うにコミュニケーションに気を使う傾向を指摘している。その背景には、人間関係の起因とした希薄化、コミュ

ニケーションスキルの低下や心の問題が増加している。そのためには、成熟促進のためのグループワークの実施

での、互いの人間関係を深める援助が重要と考える(窪内,2009)。他者との関わりの中で、自己の形成や変容を

していく中でおこる相互作用は、身体に働きかける力を養い、自己に配慮でき、他者にも配慮できることが、人

間を育成すると考えられる。しかし、グループワークを学校教育に導入する場合の特徴として、必修授業のため

「やらされる感じ」を持ちやすいことや、対人不安やグループ参加への不安を感じる人が多い。村山(2009)は、

「初期不安」が開始時期に最高潮になることを指摘している。これまでの研究では、エンカウンター・グループ

やヨーガなどの単独研究、または、宿泊などの事例研究が多い。気分感情の変化を扱った研究はされているが、

グループワークでの、人間関係と身体感覚の「初期不安」の比較、関連性について検討した報告は著者の知る限

り見当たらない。グループワークを行うことの課題として「初期不安」に着目しての研究は、対人関係を持ちに

くい、大学新入生や新学期での人間関係の構築に有意義なことと考えられる。 

2.2.2.2.目的目的目的目的    

相互作用がある双方形式が、人間関係の構築には有意義があると考え、仲間づくりをねらいとした、「からだ

からのアプローチ」するグループワークの介入実験を実施した。研究 1 では、自分と他者との関係について、2

回の介入プログラム（人間関係ワーク・身体感覚ワーク）を通して気分の変化を前後で検証し、その介入プログ

ラムの質の違いを検証。研究 2では、「初期不安」を測る為に、新学期最初の頃に行った。研究 1 をふまえて、

グループワークが大学生の気分や感情、感覚に与える影響を検証する。また、2つの介入プログラムを通して、

新学期における仲間づくりは、大学生の「初期不安」を低減させることができるのかを検証する。 

3.3.3.3.結果結果結果結果とととと考察考察考察考察    

 研究 1 では、介入プログラムの 2群のワークの質の違いが示唆され、ゆったりと落ち着いた状態の気分になる

ことが大いに支持され、心理的な気分改善効果が確認された。研究 2 では、グループワークに身体感覚ワークを

用いることが、「初期不安」を低減し、持続効果も明らかになった。身体感覚ワークは感覚に着目する点から、

リラクセーション効果で身体感覚を自覚させ、また、「触れあう」ことでコミュニケーションが深まり、「初期

不安」が低減されたことが考えられる。また、「本来感」の自分らしくある感覚については、人間関係ワーク群

が改善したことが示唆された。人との関係の中で自分の本来あるべきことが分かり、からだとの対話より、人間

関係の構築が示唆された。これが自分だというものが、人との関係のやり取りの中でやしない、人間関係ワーク

は人との関係を高めるワークであると言える。このことから、人間関係ワークは、本来感、認知的、自己感の影

響があり、身体感覚ワークは、感覚への感情や情緒的側面の効果が大きいと考えられる。 

4.4.4.4.今後今後今後今後のののの課題課題課題課題とととと展望展望展望展望    

 ほかの不安尺度との関連や、尺度構成を考える必要があるだろう。また、男女の比較検討や、同じ年代の統制

群を用いる必要がある。大学新入生を対象とした、グループワークの介入研究は、「健康教育」や「退学阻止」

につながり、有益であることが考えられる。そのためには、ふたつの介入プログラムの組み合わせプログラムの

開発や、対象によっての組み合わせも考えられる。また、大学新入学生だけでなく、集団精神療法などの臨床分

野での活用も考えられる。参加意識が低い人への配慮は、臨機応変な態度で時には参加者に委ね、主体性をもた

せることも必要である。からだを動かすことで、心へ働きかける「からだからのアプローチ」は、健康教育の構

築を目指していくことが今後望まれる。 
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